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た。分子運動と相転移に関連して興味深い分子運動は ß-キノーノレ包接化合物に現われる O メタノーノレ







周波数がlOMHz固定および 5 -65MHzで=可変の二つのパルス NMR装置を死時間を短くする乙とに注
意して製作した。乙れらの装置を用いて上記物質の環境による挙動の変化とメチル基の回転運動を研究
した。気相では自由回転のアセトニトリノレが包接化合物中で、は分子全体としてはもちろん，メチル基に
注目してもかなりの束縛回転ポテンシャ jレを見る乙とになる。
市村君は特にメタノーノレのメチル基の挙動について低温相において詳しい研究を行い，これが主とし
て量子力学的なトンネル効果による緩和であることを示した。実験的に得られる緩和時間の温度変化を
説明できるようにメチル回転ポテンシャルの詳しい形を決定した。それによるとポテンシャルは 3 回対
称だけでなく 6 回対称の要素があり，極小付近で非調和性が大きく平らになる。乙のポテンシャルの形
は結晶構造をもとにして原子間相互作用の和として計算したものとほ Y一致した。乙のようなポテンシ
ヤノレ曲線の形のくわしい研究はこれまでほとんどなく， 6 回対称成分の寄与が大きいことも新らしい知
見である。
市村君の論文は乙のようにメチル基の回転状態について新しい重要な知見を得たもので，理学博士の
学位論文として十分な価値があるものと認める。
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